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内容の要旨および審査の結果の要旨
電磁波として赤外線と無線用超短波との中間に位置するマイクロ波の応用は多方面にわたり，職場だけ
でなく日常生活における環境因子としての意義も益々高まって来ている。本研究はマイクロ波の生体への
影響についての基礎的知見としてその細胞障害性を評価することを目的としており，細胞障害の初期の指
標となりうるプリンヌクレオチド代謝の主要臓器である肝臓を中心に血液生化学的および組織学的に検討
した。実験では当教室で開発したマイクロ波照射装置を用いて，ラットに周波数2450ＭＨｚのマイクロ波
を種々な照射強度および照射時間による全身照射によって観察した。得られた結果は以下のごとく要約さ
れる。
１）マイクロ波照射直後では５，１０，１５，Ｗ／cniのいずれの照射強度においても，血漿グルタミン酸オキ
サロ酢酸トランスアミナーゼ（GOT)，グルタミン酸ピルビン酸トランスアミナーゼ（GPT)，乳酸脱
水素酵素，コリンェステラーゼ（ChE)，アルカリフォスファターゼは有意な変化を示さなかったが，
マイクロ波照射24時間後では各照射強度，照射時間の中で15,Ｗ／cniにおいてのみ対照群に比し，血漿
GOT，GPTに有意な上昇を，ChEに有意な減少を認めた。
２）照射強度15,Ｗ／cDfにて１時間照射24時間後の肝組織像は，中心静脈および小葉中心部類洞の拡張と
うっ血，肝細胞の凝固壊死，小葉中心部肝細胞のグリコーゲン穎粒の減少，糸粒体の大きさの不均一化
とクリスタの破壊を認めた。
３）照射強度15,Ｗ／cnf，１時間照射直後の血中ヒポキサンチン（HYP)，キサンチン（ＸＡＮ)，尿酸
（ＵＡ）はいずれも対照群に比し有意に上昇した。肝組織中HYP，ＵＡも有意に上昇したが，ＸＡＮには
有意な変化を認めなかった。また，肝組織中のアデノシン三りん酸（ATP）では有意な減少を，アデ
ノシンーりん酸（ＡＭＰ）では有意な減少を認めたが，、アデノシンニりん酸（ADP）では有意な変化
は認めなかった。
これらの結果より，マイクロ波照射により肝臓に細胞障害を生じ，肝組織中でATPからADP，ＡＭＰを
経てHYP，XAN，ＵＡに至る反応が進行し，血中ＵＡの上昇に寄与していることが示唆された。また，組
織学的所見によって肝組織に低酸素状態が惹起され，アデニンヌクレオチド代謝の冗進さらにはキサンチ
ンオキシダーゼ系の活性酸素の産生が，マイクロ波照射時の細胞障害さらには組織障害に関与しているこ
とが推定できた。
以上，本研究ではマイクロ波全身照射に基づく生体影響を把握するための細胞障害性について有益な知
見が提供され，環境衛生学，産業保健学に寄与する貴重な労作として評価される。
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